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３月までに送付した「ねんきん特別便」の状況（平成２０年４月２８日現在） 

発  送 回  答 

発送日 年金受給者 現役加入者 年金受給者      現役加入者       合 計 

 

約0.1万人(0.3%)   約3.1万人(2.5%)       － 

 

4月28日現在    約  1 万人(0.4%)   約64万人(8.7%)    約65万人 (6.3%) 

 

 

19年 

12月17日

  25,26日

20年 

1月 9 日

16日

23,24日

30日

2月 6 日

13日

20日

27日

3月 5 日

12日

19日

21日

 

 

 

 

約30万人 

約18万人 

 

 

約12万人 

約13万人 

約30万人 

約5万人 

約20万人 

約40万人 

約40万人 

約24万人 

 

 

約56万人 

約12万人 

 

 

計 約300万人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約35万人 

約89万人 

約168万人 

約213万人 

約224万人 

 

 

 

計 約730万人

【未到達】 
12月28日時点(受給者)

3月3日時点(加入者)

 

年金受給者      現役加入者       合 計 

 

約38万人(78.9%)   約116万人(93.4%)      － 

 

4月28日現在    約81万人(27.0%)   約375万人(51.3%)   約456万人(44.2%) 

年金受給者 現役加入者  合 計 

約 10万人 約 5 万人   － 

(20.8%)  (4.1%) 

4/28現在 約218万人 約292万人 約510万人

(72.6%)  (40.0%)   (49.5%) 

 

年金受給者 現役加入者  合 計 

約1.6万人 約3.4万人   － 

(3.3%)   (2.8%) 

4/28現在 約62万人  約202万人  約264万人 

(20.6%)   (27.7%)   (25.6%) 

 

年金受給者 現役加入者  合 計 

約8.4万人 約1.6万人   － 

(17.5%)   (1.3%) 

4/28現在 約156万人 約90万人  約246万人 

(52.0%)  (12.3%)   (23.9%) 

【未回答】 
12月28日時点(受給者)

3月3日時点(加入者)

【訂正あり】

【回 答】 
12/28 時点(受)

3/3時点(加)

12/28 時点(受)

3/3時点(加)

【訂正なし】

12/28 時点(受)

3/3時点(加)

※ 回答状況の上段は、年金受給者は12月28日時点、現役加入者は3月3日時点の状況。 

※ ( )内の％は年金受給者・現役加入者・合計それぞれの発送件数に対する割合。 

（注１）上記件数には一部推計を含む。また、速報値であるため修正される場合がある。 

（注２）1月末までの発送分約108万人については、3月28日に再送付。3月19日発送分のうち、出力誤りのあった約2万人分については3月28日に再送付。 
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４月以降に送付した「ねんきん特別便」の状況 
 
１．発送状況について 

発 送 日 年 金 受 給 者 

  ４月  ２日 
      ７日 
      ９日 
     １４日 
     １６日 
     ２１日 
     ２３日 
     ２８日 
     ３０日 
 ５月  ７日 

     １２日 
     １４日 
     １９日 
     ２１日 
     ２６日 
     ２８日 
     ３０日 
 
 

      約 １５０万人 
      約 １５０万人 

       約  ９０万人 
      約  ７６万人 

       約 ２２６万人 
      約 ２４９万人 

       約 １２８万人 
       約 １００万人 
      約 ２５０万人 

       約 ２５０万人 
       約 ２１０万人 
      約 ２００万人 
      約 ２００万人 
      約 ３０２万人 
      約 ３０４万人 
      約 １９９万人 

       約 ３１２万人 

合計  約 ３，３９６万人 

 
 
２．回答状況について 

○ ４月３０日現在 受付件数 約４２７万件 
回答割合 約３７％ 
（４月２８日までの発送件数約 1,170 万件に対する割合） 

○ 回答内容 
    ・ 「もれ・間違いがない」と回答があったもの  約９３％ 
    ・ 「もれ・間違いがある」と回答のあったもの  約 ５％（注） 
    ・ その他                   約 ２％ 

   ※ 上記の回答内容の割合は、業務センター受付分について、先着の４２.４万件

の調査結果割合を基に４月３０日現在の受付件数を区分し、社会保険事務所受

付分の件数を加算したもの。 

  （注）「もれ・間違いがある」と回答のあったものを単純に集計等したものであり、

今後、社会保険事務所で内容を調査・確認した上で、ご本人の記録に「もれが

ある」と確認されたものについては、記録の統合を行うこととなる。 
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ねんきん特別便に「訂正なし」と回答した方に対する 
入念照会の状況 

 

平成２０年６月５日 
社 会 保 険 庁 

 
１．入念照会の状況（平成２０年５月１６日現在） 
 

相談の有無 人  数 割  合 
入念照会を行った方 ６７，８１８ １００．０％

 電話による照会を行った方 ５４，３８５ ８０．２％

 戸別訪問による照会を行った方 １３，４３３ １９．８％

※「ねんきん特別便」の記載内容に「訂正なし」と回答いただいた方は、平成２０年

４月１１日時点において１，０８８，４８７人であり、このうち入念照会の対象となる

方（ご本人の基礎年金番号の記録と、それに結び付く可能性のある記録との間に期間

の重複がなく、かつ、結び付く可能性のある方が他にいない方）３２０，７１７人

に対して、平成２０年５月１６日までの間に入念照会を行った結果である。  
※各都道府県別の入念照会の状況については、別紙参照 
※「入念照会の対象となる方」で「入念照会を行った方」以外の方については、

引き続き調査中。 
 

２．記録の確認結果 
 

確認の結果 人  数 割  合 
ご本人の記録であると確認できた方 ５３，７４０ ７９．２％

情報提供を行ったが、ご本人の記録で

あると確認できなかった方 １４，０７８ ２０．８％

計 ６７，８１８ １００．０％

※回答をいただいた方に対し、結び付く可能性のある記録の加入期間、年金種別

を示すとともに、その記録が厚生年金の場合は事業所名及び事業所の所在地

市区町村を、国民年金の場合は当時の住所地市区町村を示した。 
※「ご本人の記録であると確認できた方」については、社会保険事務所又は年金相

談センターに来訪していただき、記録の訂正の手続きを行っていただくようお願

いしている。 
 

３．社会保険事務所等への相談等の状況 
 

相談の有無 人  数 割  合 
社会保険事務所や年金相談センターに来

訪相談をした方 １，８１９ ２．７％

「ねんきん特別便専用ダイヤル」に電話

相談をした方 ４３５ ０．６％

電話と来訪いずれも相談をした方 １３７ ０．２％

相談をしていない方 ６５，４２７ ９６．５％

計 ６７，８１８ １００．０％
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４．確認はがきで「訂正がない」と回答した理由 
 

「訂正がない」と回答した理由 人  数 割  合 
年金記録に間違いがないと思っていた ３３，８３６ ４９．９％

他に年金制度に加入した記憶がない ７，４２３ １０．９％

すでに年金記録の確認を行っている ７，１６９ １０．６％

手続方法がわからなかった ４，２６５ ６．３％

年金記録が思い出せなかった ４，１４２ ６．１％

あまり関心がない ３，４０２ ５．０％

年金額がそれほど増える訳ではない ２，９５４ ４．４％

自分の年金記録ではないため思い出せな

かった（遺族年金の方） ２，８３６ ４．２％

現在の年金額で満足している ７５９ １．１％

その他 １，０３２ １．５％

計 ６７，８１８ １００．０％
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, ,

（別紙）

入念照会に係る各都道府県別の照会実施件数（平成２０年５月１６日現在）

電話照会件数 訪問照会件数 照会件数合計

０１北海道事務局 3,591 560 4,151

０２青森事務局 263 21 284

０３岩手事務局 754 46 800

０４宮城事務局 1,132 128 1,260

０５秋田事務局 1,641 23 1,664

０６山形事務局 2,290 77 2,367

０７福島事務局 1,789 294 2,083

０８茨城事務局 329 83 412

０９栃木事務局 865 489 1,354

１０群馬事務局 218 93 311

１１埼玉事務局 1,332 262 1,594

１２千葉事務局 2,420 0 2,420

１３東京事務局 1,591 2,575 4,166

１４神奈川事務局 2,379 579 2,958

１５新潟事務局 1,557 24 1,581

１６富山事務局 101 3 104

１７石川事務局 685 26 711

１８福井事務局 523 49 572

１９山梨事務局 489 18 507

２０長野事務局 1,220 430 1,650

２１岐阜事務局 748 41 789

２２静岡事務局 806 105 911

２３愛知事務局 2,227 120 2,347

２４三重事務局 49 30 79

２５滋賀事務局 414 297 711

２６京都事務局 257 198 455

２７大阪事務局 7,340 3,025 10,365

２８兵庫事務局 1,845 83 1,928

２９奈良事務局 619 73 692

３０和歌山事務局 226 0 226

３１鳥取事務局 611 55 666

３２島根事務局 138 74 212

３３岡山事務局 1,427 207 1,634

３４広島事務局 632 182 814

３５山口事務局 2,062 296 2,358

３６徳島事務局 150 4 154

３７香川事務局 194 117 311

３８愛媛事務局 937 27 964

３９高知事務局 237 14 251

４０福岡事務局 2,835 2,062 4,897

４１佐賀事務局 352 39 391

４２長崎事務局 1,353 155 1,508

４３熊本事務局 427 38 465

４４大分事務局 295 4 299

４５宮崎事務局 1,033 156 1,189

４６鹿児島事務局鹿児島事務局 1,915 76 1,991

４７沖縄事務局 87 175 262

合　　計 54,385 13,433 67,818
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ねんきん特別便未回答の方への「回答のお願い」送付状況について

【「回答のお願い」（はがき）レイアウト】

○ ねんきん特別便の回答を確実にいただくため、平成１９年度にねんきん特別便を送付した後、回答の
ない方に対し、本年４月３０日（水）から１回目の「回答のお願い」（はがき）の送付を開始。

※ 本年１月末までに「特別便」を送付した方については、本年３月末の「特別便」の再送付を１回目の 「回答のお願い」としている。

○ 現在、約４５万人の方に対して送付済み。

○ 今後、なお回答のない方に対して、２回目の「回答のお願い」を送付するとともに、政府広報、老人クラ
ブ、介護・福祉事業者、民生委員、市町村等と連携した呼びかけ等により、ねんきん特別便に対する回
答のお願いについて広く呼びかける。

【送付状況】

「ねんきん特別便」を２月に送付した方に送付

４月３０日（水） ・・・・ ２７４，２０７ 通
５月 ２日（金） ・・・・ １８０，０００ 通
合 計 ・・・・・・・ ４５４，２０７ 通

【今後の予定】

「ねんきん特別便」を３月に送付した方に対して
は、６月１６日（月）及び６月１９日（木）に「回答のお
願い」を送付予定。
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記録訂正により年金額が変更となる者に対する 

年金見込額の試算について 

 

○  社会保険事務所の窓口において年金記録の確認を行い、

本人のものと特定される年金記録が新たに判明した場合、

すべての年金受給権者について年金記録訂正後の年金見

込額の試算を行い、試算結果を本人に交付することとし

た（平成２０年５月１日～）。 
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５月末から６月前半の「ねんきん特別便」の相談体制の充実について

５月末から６月前半の「ねんきん特別便」に係る相談に的確に対応できるよう、以下のように体制整備等を図る。

１ 適時の広報実施

① ６月前半に相談窓口の来訪者が集中する見込みであることから、６月半ば以降に来訪していただくと落ち着

いて相談を受けられる旨、早期に周知を図る。

② 政府広報の活用の検討。

２ 社会保険事務所の来訪者に対する窓口対応力の強化

① 社会保険事務所の６月の休日相談を拡充。

② 社会保険事務所における窓口の混雑緩和対応措置を徹底（一層の効率化 。）

ア 混雑状況の表示。

イ 混雑度が著しく増大した場合に以下の対応。

( ) 相談業務以外の業務を一旦中止し、職員総出による相談の実施。i
( ) 相談の一部を後刻処理（注 。ii ）

（注）相談窓口においては、年金記録統合のために必要な書類の受理や聴き取りを行い、コンピューター処理は後刻実施

③ 社会保険事務所の相談対応要員を増強。

混雑状況が著しいと見込まれる首都圏を主とする社会保険事務所の窓口対応力を増強するために、混雑状況

に応じ、都道府県を越えた全国的な相談要員の支援体制を展開。
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３ 市町村等における相談窓口の拡充

① 市町村に対し、相談窓口の拡充について協力を依頼。特に、各都道府県の主要市町村については、ウィンド

ウ・マシンを用いた相談への協力を要請。

・現在、７８市町村で実施を決定。６月末までに、２００市町村に拡大。

② 社会保険事務所の混雑が予想される関係市町村に対し、市区町村庁舎等における臨時の巡回相談が実施でき

るよう、協力を要請（相談対応は、社会保険庁職員や社会保険労務士 。）

・現在、３７５市町村で実施。６月には、４２０市町村で実施を予定。

③ 社会保険労務士の協力による市町村等での年金相談の充実強化について、一層の協力を要請。

４ 電話相談の対応

６月は、約１４００席の「ねんきん特別便」専用ダイヤルのブース数を確保（１３５０席～１４３０席 。）

５ 関係団体との協力・連携

、 、 （ ） 、障害年金受給者については 障害者関係団体の協力を得て 地域ごとの説明会 合同相談会 を実施した上で

個別相談についての予約相談を徹底。
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１ 相談対応や社会保険事務所への届出代行

市区町村における「ねんきん特別便」への協力

１．相談対応や社会保険事務所への届出代行

「特別便」の趣旨・目的や年金記録の見方、記載内容等についての説明
年金記録に訂正がある方への年金加入記録照会票の記入方法や年金記録に訂正がない方への
確認はがき提出の案内確認はがき提出の案内
加入履歴に漏れや誤りがある場合のそれらの記憶喚起の助言

協力市区町村数（平成20年5月23日時点） 1,782市区町村 (90%)

年金加 記録照会票等 社会保険事務所 届出代行 実施年金加入記録照会票等の社会保険事務所への届出代行の実施

協力市区町村数（平成20年5月23日時点） 1,301市区町村 (66%)

２．協力できる市区町村における窓口装置を用いた「特別便」に関する相談の実施

６月中に貸与予定の市区町村数（平成20年5月30日時点） 200市区町村

すでに貸与を決定した市区町村数（平成20年4月22日時点） 78市区町村

※ 市区町村と社会保険事務局長との間で個別に契約（業務内容、窓口装置の保守管理、秘密の保持、指揮監督等の定め）して実施

３．周知・広報

市区町村ホームページ、市区町村広報誌への掲載依頼
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件

社会保険労務士の協力による相談状況（平成20年4月実績）

 ○ 窓口装置の貸与 46 社労士会

 ○ 社労士会の年金相談センターにおける相談の実施

・相談実施件数 700 件

・窓口装置による記録照会件数 1,156 件

 ○ 開業社労士等の無料相談の実施

・無料相談登録社労士数 734 人

・相談実施件数相談実施件数 771 件771

 ○ 市区町村・郵便局・農協・漁協における相談の実施

1 市区町村
（137か所）

・相談窓口開設回数 271 回

・相談実施件数 3,363 件

2 郵便局
（63か所）

・相談窓口開設回数 74 回

・相談実施件数 158 件

3 農・漁協
（31か所）

・相談窓口開設回数 31 回

・相談実施件数 80 件

計 ・相談窓口開設回数 376 回

・相談実施件数 3,601 件
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受給者特別便実施円滑化推進会議の開催について 

 

 

１．設置目的 

平成２０年４月から５月にかけて全ての年金受給者へ送付する「ねんきん特別便」

について、年金受給者お一人お一人にご自身の加入記録を確認していただき、確実に

回答がなされるものとなるよう、「ねんきん特別便」の実施状況等について周知を図る

とともに、関係各方面からの意見を幅広く聴取し、その円滑な実施を図るために設置

する。 

 

２．名 称 

  受給者特別便実施円滑化推進会議 

 

３．日 時                              

  第１回 平成２０年４月２５日（金） １７時半～１９時 

 

４．場 所 

  厚生労働省１７階 専用第２１会議室 

  東京都千代田区霞が関１－２－２ 中央合同庁舎第５号館  

 

５．会議の構成員 

別紙のとおり 

 

６．協力・連携 

  本会議は、必要に応じて、関係省庁、全国市長会、全国町村会等に対して周知等を

図るための協力を求めるものとする。 

 

７．その他 

会議の庶務は、社会保険庁運営部企画課において行う。 
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（別紙）

受給者特別便実施円滑化推進会議名簿

氏　　　名 所　属　・　役　職

〔福祉関係団体等〕

天 野 隆 玄 全国民生委員児童委員連合会会長

安 藤 豊 喜 （財）全日本聾唖連盟理事長

伊 藤 勇 一 全国身体障害者施設協議会会長

井 上 悟 （社）全国老人福祉施設協議会副会長

蒲 生 七 郎 （財）全国老人クラブ連合会政策委員会幹事長

川 崎 洋 子 (NPO)全国精神保健福祉会連合会理事長

関 東 澄 子 （社）認知症の人と家族の会理事

木 川 田 典 彌 (NPO)全国認知症グループホーム協会代表理事

小 板 孫 次 （財）日本知的障害者福祉協会会長

笹 川 吉 彦 （福）日本盲人会連合会長

副 島 宏 克 （福）全日本手をつなぐ育成会理事長

征 矢 紀 臣 （社）全国シルバー人材センター事業協会会長

林 芳 繁 全国地域包括・在宅介護支援センター協議会会長

土 方 武 （社）全国厚生年金受給者団体連合会会長

宮 澤 一 裕 （社）全国有料老人ホーム協会理事長

(平成20年4月22日付　五十音順　敬称略）

〔厚生労働省〕

中 村 秀 一 社会・援護局長

阿 曽 沼 慎 司 老健局長

岡 崎 淳 一 職業安定局高齢・障害者雇用対策部長

中 村 吉 夫 社会・援護局障害保健福祉部長

坂 野 泰 治 社会保険庁長官

石 井 博 史 社会保険庁運営部長
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加入者特別便実施円滑化推進会議の開催について 

 

 

１．設置目的 

平成２０年６月から１０月にかけて全ての年金加入者へ送付する「ねんきん特別便」

について、年金加入者お一人お一人にご自身の加入記録を確認していただき、確実に

回答がなされるものとなるよう、「ねんきん特別便」の実施状況等について周知を図る

とともに、関係各方面からの意見を幅広く聴取し、その円滑な実施を図るために設置

する。 

 

２．名 称   

加入者特別便実施円滑化推進会議 

 

３．日 時 

  第１回 平成２０年５月２１日（水） １７時半～１８時半 

 

４．場 所 

  厚生労働省６階 共用第８会議室 

  東京都千代田区霞が関１－２－２ 中央合同庁舎第５号館 

 

５．会議の構成員 

  別紙のとおり 

 

６．協力・連携 

  本会議は、必要に応じて、関係省庁、全国市長会、全国町村会等に対して周知等を

図るための協力を求めるものとする。 

 

７．その他 

  会議の庶務は、社会保険庁運営部企画課において行う。 
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（別紙）

加入者特別便実施円滑化推進会議名簿

氏　　　名 所　属　・　役　職

小 島 茂 日本労働組合総連合会総合政策局長

加 藤 豊 　 日本私立学校振興・共済事業団理事

久 保 田 政 一 日本経済団体連合会常務理事

小 林 誠 一 国家公務員共済組合連合会常務理事

近 藤 英 明 日本商工会議所理事

佐 々 木 順 司 地方公務員共済組合連合会理事

寺 田 範 雄 全国商工会連合会専務理事

山 﨑 克 也 全国中小企業団体中央会常務理事

(平成20年5月16日付　五十音順　敬称略）

〔社会保険庁〕

坂 野 泰 治 社会保険庁長官

石 井 博 史 社会保険庁運営部長
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「ねんきん特別便」に関する各府省庁への協力依頼について 

 

  「年金記録問題に関する今後の対応」（平成 20 年 1月 24 日年金記録問題に関

する関係閣僚会議）において、「ねんきん特別便」の送付等に対応し、記録確認

の周知徹底、内容・手続等に関する広報等について、市町村、経済団体、企業、

社会保険労務士等との協力・連携の下に、国を挙げた体制を確保し、万全を期

すこととされたことから、「「ねんきん特別便」に関する協力依頼について（平

成 20 年 5 月 12 日厚生労働省発社保第 0512001 号）」により、各府省庁に対し、

管下関係機関、関係団体等における「ねんきん特別便」に関する周知・広報に

ついて協力依頼を行ったところ。 

  

１ 依頼先 

各府省庁管下の独立行政法人、特殊法人、認可法人、特別の法律によって設

立される民間法人、公益法人及び業界団体 

２ 依頼事項 

  依頼先の各法人において、関係する企業等による実施を含めて、広報用資料

を活用した「ねんきん特別便」に関する周知・広報を実施 

【周知・広報の具体例】 

(1) 法人が発行する広報誌、機関誌等において、「ねんきん特別便」の広報用資

料を掲載   

(2) 法人のホームページにおいて、「ねんきん特別便」の広報用資料を掲載 

(3) 法人のお客様等が来訪する施設の窓口、ロビー等において、「ねんきん特別

便」の広報用資料を掲示板に掲示 

(4) 法人のお客様等が来訪する施設の窓口、ロビー等において、「ねんきん特別

便」の広報用資料を備え付け 

(5) 法人の職員に対して、「ねんきん特別便」の広報用資料を配布 

(6) 法人の職員に対して、「ねんきん特別便」の広報用資料をメールで配信又は

電子掲示板へ掲載 

(7) 法人を構成する関係企業等に対して、(1)から(6)と同様の「ねんきん特別

便」の周知・広報の協力を依頼 

(8) 法人が開催する法人職員、関係企業職員等が参加する会議等において、「ね

んきん特別便」に関する説明を実施（大規模な会議、大会等の場合は、社会

保険庁職員の派遣を要請） 
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「ねんきん特別便」の確認等の推進に関する今後の行動計画（厚生労働省） 

《概要》 

 

年金記録問題への対応について、厚生労働省は、「年金記録問題についての今度

の対応に関する工程表」等に基づき、今後とも着実に取組を進めることとしてお

り、本年４月からは、３月までにお送りした方以外のすべての年金受給者・現役

加入者に「ねんきん特別便」をお送りし、お一人お一人にご自身の年金記録を確

認していただくことにしている。 

こうした取組を進めるに当たって、省を挙げて、介護・福祉関係者、事業主等

幅広い方々の御協力を得ることにより、その円滑な実施に取り組むこととしたと

ころであり、これら関係者の方々に御協力をお願いし、国民お一人お一人による

年金記録の確認と回答を推進する。 

１ 年金受給者の確認等の推進 

  社会福祉・高齢者関係団体、介護・医療関係団体、障害者関係団体等に対し

て、各団体の状況に応じ、主として以下の内容についての協力を依頼。 

(1) 広報資料の掲載等を通じた周知・広報 

① 広報資料の広報誌やＨＰへの掲載、職員等関係者への配布等。 

② 広報資料の配布、掲示等を通じて、以下の内容について周知等を行って

いただくこと。 

ア 「ねんきん特別便」が送付されたら、年金加入記録に漏れや間違いが

ないか十分に確認の上、社会保険庁に回答していただく必要があること 

イ 住所や氏名の変更手続が済んでいない場合は、速やかに手続をとって

いただく必要があること 

ウ 平成８年１２月以前に旧姓で年金に加入していた方は、以前の記録が

統合されていないことがあるため、記録を確認していただきたいこと 

エ 不明の点等があれば「ねんきん特別便専用ダイヤル」又は最寄りの社

会保険事務所等に問い合わせいただきたいこと 

(2) 高齢者、障害者の方々等への周知・呼びかけ 

① 民生委員による、高齢者等が社会保険事務所等への手続や問い合わせ等

を行ったかの呼びかけ、地域で開催される「ねんきん特別便」に関する説

明会、相談会についての高齢者等への情報提供。 

② 在宅障害者の方々に対しては、当事者団体を通じて周知・広報を実施し

ていただくよう依頼。その際、特に次の点についても依頼。 

ア 視覚障害者の方々に対しては、可能な限り音声や点字により広く周

知・広報を実施する。なお、「内容を確認するに当たり支援が必要な方は、

必ず一度、「ねんきん特別便専用ダイヤル」又は最寄りの社会保険事務所
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へお問い合わせください」との点を伝える。 

イ 聴覚障害者の方々に対しては、「コミュニケーション支援が必要な方は、

事前にその旨ファクシミリ等により最寄りの社会保険事務所にお問い合

わせください」との点を伝える。 

ウ 知的障害者の方々に対しては、家族など支援者を含めて幅広く周知・

広報を実施する。 

③ 施設に入所している障害者の方々に対しては、事業者団体を通じて、会

員施設の入所者に対する周知・広報を実施。 

(3) 必要に応じた説明会・相談会の実施 

必要に応じて、社会保険事務所職員の派遣を要請し、都道府県や市町村の

社会福祉協議会、老人クラブ、シルバー人材センター等が開催する会合等で

「ねんきん特別便」に関する説明会、相談会の実施。 

２ 現役加入者の確認等の推進 

  業種別団体、生協、労働組合、医療保険の各保険者、独立行政法人・公益法

人等、幅広い団体に対して、各団体の状況に応じ、主として以下の内容につい

ての協力を依頼。 

(1) 広報資料の掲載等を通じた周知・広報 

① 広報資料の広報誌やＨＰへの掲載、職員等関係者への配布等。 

② 広報資料の配布、掲示等を通じて、以下の内容について周知等を行って

いただくこと。 

ア 「ねんきん特別便」が送付されたら、年金加入記録に漏れや間違いが

ないか十分に確認の上、社会保険庁に回答していただく必要があること 

イ 住所や氏名の変更手続が済んでいない場合は、速やかに手続をとって

いただく必要があること 

ウ 平成８年１２月以前に旧姓で年金に加入していた方は、以前の記録が

統合されていないことがあるため、記録を確認していただきたいこと 

エ 不明の点等があれば「ねんきん特別便専用ダイヤル」又は最寄りの社

会保険事務所等に問い合わせいただきたいこと 

３ 関係団体等との連携 

「ねんきん特別便」の円滑な実施を図るため、福祉関係団体、経済団体等の

代表からなる「受給者特別便実施円滑化推進会議」、「加入者特別便実施円滑化

推進会議」を設置するとともに、都道府県ごとに「地方ねんきん特別便実施円

滑化推進会議」を設置。幅広い関係者の連携・協力の下、国民運動としての取

組を展開。 
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ー社会保険庁からのお知らせー

○ 緑色の封筒でお届けします。
・年金を受けておられる方 ＝ 本年４月から ５月までの間
・現役加入者の方 ＝ 本年６月から10月までの間

○ 年金記録のご確認をお願いいたします。

・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いします。

※  年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年金額が増える可能性が高いので十分にご確認ください。

○ まわりの方にも呼びかけてください。

ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一緒に記憶をたどってみるなど、多くの方からご回答を
いただけるよう、ご協力をお願いします。（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

４月からすべての年金受給者に、６月から加入者の方にお届けします

「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください。

（すべての方用）

【年金支給額が増えた例 （A男さん75歳の場合）】
１３か月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約５万円増え、過去に受給できた年金として約５３万円をまとめて受け取れました。

○「ねんきん特別便専用ダイヤル」

○お近くの社会保険事務所・年金相談センター
※ 都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。

※ 詳しくは、ＨＰ(http://www.sia.go.jp/)まで。

０５７０－０５８－５５５
※ I P電話・ＰＨＳからは「03-6700-1144」にお電話ください。

※ 一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570-05-1165まで。

月～金曜日：午前９時～午後８時
第２土曜日：午前９時～午後５時

ご質問・お問い合せは

※上記以外の受付日時については、
社会保険庁HＰ（http://www.sia.go.jp/)
でご案内しております。

※ ３月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、
年金記録にもれがある可能性が高い方です。
・まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

４月から１０月の緑色の封筒 ３月までの青色の封筒
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ー社会保険庁からのお知らせー

○ 緑色の封筒でお届けしています。

本年４月から５月までの間に、すべての年金受給者の方へ

「ねんきん特別便」をお届けしています。

○ 年金記録のご確認をお願いいたします。

・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いします。

※  年金記録が変われば、正しい年金額をお受け取りいただけることとなり、年金額が増える可能性が高いので十分にご確認ください。

○ 平成８年以前に旧姓で年金に加入していた方はご注意願います。
結婚等により氏名を変更されている方の記録が、いわゆる持ち主不明であった「５０００万件」の記録の中に多数存在することが見込まれています。

これらの年金記録は、皆様にお申出いただくことにより、速やかに記録に結びつけることができますので、ご協力をお願いします。

※  「ねんきん特別便」の回答は、代理人の方が行うこともできます。
※  年金の来訪相談も、本人の委任状があれば家族や友人の方でもできます。

年金受給者の皆様へ

「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください。

（年金受給者用）

※ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一緒
に記憶をたどってみるなど、多くの方からご回答いただけるよう、ご協力をお
願いします。（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

【年金支給額が増えた例 （A男さん75歳の場合）】
１３か月分のお勤め期間の記録もれが見つかり、これからの年金受給額が年額で約５万円増え、過去に受給できた年金として約５３万円をまとめて受け取れました。

○「ねんきん特別便専用ダイヤル」

○お近くの社会保険事務所・年金相談センター
※ 都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。

※ 詳しくは、ＨＰ(http://www.sia.go.jp/)まで。

０５７０－０５８－５５５
※ I P電話・ＰＨＳからは「03-6700-1144」にお電話ください。

※ 一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570-05-1165まで。

月～金曜日：午前９時～午後８時
第２土曜日：午前９時～午後５時

ご質問・お問い合せは

※上記以外の受付日時については、
社会保険庁HＰ（http://www.sia.go.jp/)
でご案内しております。

※ 3月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、
年金記録にもれがある可能性が高い方です。
・まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。

４月から５月の緑色の封筒 ３月までの青色の封筒
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ー社会保険庁からのお知らせー

○ 緑色の封筒でお届けします。

本年６月から１０月までの間に、すべての現役加入者の方々へ「ねんきん特別便」をお届けします。
・自営業、専業主婦、学生などの方には、直接ご本人の住所へ
・会社勤めの方には、お勤めの会社を通じて（会社のご協力が得られた場合）又は直接ご本人の住所へ

○ 年金記録のご確認をお願いします。 6月から10月の緑色の封筒

・年金記録に「もれ」や「間違い」がないか十分にご確認をお願いします。
・「もれ」や「間違い」がある場合も、ない場合も、必ずご回答くださいますようお願いいたします。

※ 3月までに青色の封筒で「ねんきん特別便」が届いた方は、年金記録にもれがある可能性が高い方です。

・まだ回答をいただいていない方がいらっしゃいますので、ご注意願います。
・まず、「ねんきん特別便専用ダイヤル」にお電話ください。
・結びつく可能性のある記録についての具体的な情報を提供します。 3月までの青色の封筒

○ 平成８年以前に旧姓で年金に加入していた方はご注意願います。

結婚等により氏名を変更されている方の記録が、いわゆる持ち主不明であった「５０００万件」の記録の中に多数存在することが見込ま
れています。これらの年金記録は、皆様からのお申出により、速やかに記録に結びつけることができますので、ご協力をお願いします。

○ 住所変更の手続きをお願いします。

「ねんきん特別便」を確実にお届けするためには、正しい住所の届出が必要です。住所異動の際は、変更の手続きを忘れずにお願いします。

○ まわりの方にも呼びかけてください。
ご家族の方などに「ねんきん特別便」が届いたら、過去の職歴についてご一緒に記憶をたどってみるなど、多くの方からご回答を

いただけるよう、ご協力をお願いします。（ご家族でも、お一人お一人に届く時期は異なります。）

現役加入者の皆様へ

「ねんきん特別便」年金記録の確認にご協力ください。

（現役加入者の方用）

または、○お近くの社会保険事務所・年金相談センター
※都道府県社会保険労務士会でも無料相談を行っています。

※詳しくは、ＨＰ(http://www.sia.go.jp/)まで。０５７０－０５８－５５５
※ I P電話・ＰＨＳからは「03-6700-1144」にお電話ください。

※一般の年金相談は、「ねんきんダイヤル」0570-05-1165まで。

ご質問・お問い合せは

※上記以外の受付日時については、社会保
険庁HＰ（http://www.sia.go.jp/)でご案内して
おります。

○「ねんきん特別便専用ダイヤル」 月～金曜日：午前９時～午後８時
第２土曜日：午前９時～午後５時
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              約１６１万 [約３,９６１万]

              約１,７５６万（44.3%）・　それ以外の事業所における被保険者数

 事業所数 [被保険者数]

 《　内　訳　》

　　（うち配付のみ協力する事業所における被保険者数）

[３月１４日]　社会保険庁長官から各経済団体の長に傘下事業所への周知、働きかけ（公文書発出）

[３月中旬～]　社会保険事務局及び社会保険事務所から地元商工会議所等に対して協力要請

[４月中旬～]　本庁、社会保険事務局及び社会保険事務所から、被保険者数の多い事業所、未回答事業所等に対し、個別に改めて協力要請

[３月１７日]　日本経済団体連合会主催による「ねんきん特別便」の送付に関する説明会の開催（４月２日に第２回を開催）

[４月１７日]　社会保険庁長官から各経済団体の長に傘下事業所への周知、働きかけ（公文書発出（２回目））

            （約   ３６８万（ 9.3%））

              約   １２５万（77.6%）

　　（うち配付のみ協力する事業所数）

・　それ以外の事業所数

・　協力事業所における被保険者数

６月からの第２号被保険者に係る「ねんきん特別便」の配付・回収に係る事業主の協力状況等について

              約     ３６万（22.4%）

            （約       ３万（ 1.9%））

              約２,２０５万（55.7%）

・　協力事業所数

[２月下旬]　社会保険庁から各経済団体（日本経済団体連合会・日本商工会議所・全国商工会連合会・全国中小企業団体中央会）に協力要請

[３月中旬]　約１７０万の適用事業所に対し、保険料納入告知書の中に周知及び協力のリーフレットを送付

協力要請の取組状況

事業主からの回答状況
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2 9 16 23 30 7 14 21 28 4 11 18 25 1 8 16 22 29 6 13 20 27

　

加入者向け「ねんきん特別便」発送スケジュール（予定）

１．第２号被保険者分
　（１）本人直送分

　（２）事業主経由分
　　　①被保険者数500人未満の事業所

　　　②被保険者数500人以上の事業所

１０月6月 ７月 ８月 ９月

[ 約1,760万人 ]

[ 約1,020万人 ]

[ 約160万人 ]

送付対象者一覧表を紙

媒体で送付

　

　

２．第１号・第３号被保険者分

　　　③被保険者数1,000人以上の事業所

　（３）共済組合経由分

　（４）船舶所有者経由分

　 265万件 280万件 280万件 280万件 280万件 280万件送付件数合計（注） 460万件 460万件 330万件 320万件465万件 460万件 465万件 460万件460万件 453万件280万件 443万件 454万件

年齢の高い方より順次送付

一括で送付

地方公務員共済→私学共済→

国家公務員共済の順に送付

送付対象者一覧表を磁気媒体化し、事業主の要望

順に「ねんきん特別便」を並べ替えて送付

[ 約570万人 ]

送付対象者一覧表を磁

[ 約460万人 ]

[約3万人]

[ 約3,210万人 ]

（注）送付件数は、全体の処理件数を発送する週で分けて期間を見積もったものである。
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